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作品の募集について

「
ケ
ヤ
キ
の
つ
い
た
て
」
工
芸

植
盛 
勇
助
さ
ん（
有
漢
町
有
漢
）

「春」古布雛
大椿 定子さん（松原町松岡）

「雪」書道
平松 剛介さん（成羽町佐々木）

「メルヘンの世界」写真
野口 繁男さん（津川町今津）

「今年の干支」押絵
氏弘 澄惠さん（有漢町有漢）

「戌」押絵
原田 テル子さん（成羽町下日名）

１月号で上記作品の作者が入れかわっていました。お詫びして訂正します。



���������	
����

ノ
丁
大
神
宮
の
裏
な
ど
の
水
路
と
つ
な
が
っ
て
い
て
重
要
な
用

水
だ
っ
た
の
で
す
。「
柳
丁
」
に
住
む
武
士
た
ち
は
豊
治
が
知
行

五
千
石
の 
交  
代  
寄  
合  
格 
で
、
一
万
石
未
満
の
旗
本
で
あ
り
な
が

こ
う 

た
い 

よ
り 

あ
い 

か
く

ら
参
勤
交
代
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
警
護
の
侍
と
し

て
重
要
な
役
を
受
け
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
登
城
の
際
、

江
戸
城
中
の 
殿  
席 
も 
帝  
鑑 
の 
間 
や
雪
に
柳
の
絵
が
描
か
れ
た

と
の 

せ
き 

て
い 

か
ん 

ま

柳
の
間
に
通
さ
れ
大
名
に
準
ず
る
処
遇
を
受
け
て
い
た
の
で

す
。

　

「
柳
丁
」
は
昭
和
四
十
年
代
頃
ま
で
は
、
最
も
陣
屋
町
の
姿
を

残
す
町
筋
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
門
、
屋
敷
の
石
垣
、 
馬  
繋 
、

う
ま 

つ
な
ぎ

庭
、
煙
出
し
の
入
母
屋
屋
敷
、
土
塀
、
蔵
、
そ
し
て
武
士
の
守
護

神
・
水
郷
の
神
の 
鹿  
島 
神
社
な
ど
に
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す

か 

し
ま

の
み
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

「
柳
丁
」と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、い
ろ
ん
な
説
が
あ

り
ま
す
。
一
番
多
い
の
は
①
柳
の
木
の
植
生
に
よ
る
も
の
で
、

『「
柳
丁
」
付
近
は
河
川
敷
で
南
端
に
は
溝
や
土
手
が
あ
っ
て
風

致
上
柳
の
木
を
植
え
て
い
た
。そ
し
て
、
こ
の
付
近
は
小
川
が
多

く
ド
ジ
ョ
ウ
が
捕
れ
て
い
て
、
江
戸
期
新
町
の
恵
比
寿
祭
り
に

は
ド
ジ
ョ
ウ
汁
を
し
て
い
た
』（
成
羽
町
成
羽 

細
川
寿
美
雄
さ

ん
の
話
）
そ
う
で
、
正
に
「
柳
と
ド
ジ
ョ
ウ
」
な
の
で
す
。②
堤
や

土
手
、
斜
面
を

意
味
し
、
屋
根

の
「
ヤ
ナ
ケ
」・

「
ヤ
ネ
」
か
ら
変

化
し
た
。
③
参

勤
交
代
の
時
江

戸
詰
で
江
戸
城

本
丸
の
詰
所
の

「
柳
の
間
」
か
ら

「
柳
丁
」
の
名
を

付
け
て
武
家
町

の
格
式
を
表
わ

す
も
の（
同
）。

　

い
ず
れ
に
せ

よ
①
〜
③
の
地

名
説
は
い
ず
れ

も
関
係
が
あ

り
そ
う
で
面
白

い
の
で
す
。　

  
（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

十
六　

柳　

丁

　

成
羽
町
に
「 
柳  
丁 
」
と
い
う
町
名
が
あ
り
ま
す
。南
の 
愛
宕 
山

や
な
ぎ 
ち
ょ
う 

あ
た
ご

（
三
七
〇
ｍ
）・
鶴
首
山
（
三
九
二
ｍ
）の
北
麓
に
位
置
し
、
成
羽

川
の
右
岸
、
河
成
段
丘
上
に
出
来
た
低
地
（ 
氾  
濫  
原 
）に
あ
る
町

は
ん 

ら
ん 

げ
ん

筋
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

「
柳
丁
」
の
あ
る
下
原
一
帯
は
、
以
前 
下  
原  
村 
で
し
た
。前
期

● 

● 

●

山
崎
氏
初
代
の 
家  
治 
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
因
幡 
若  
桜 
か

い
え 

は
る 

わ
か 

さ

ら
入
部
し
、
中
世
三
村
氏
の
築
い
た
成
羽
城
（
成
羽 
居  
館 
）
に
入

き
ょ 

か
ん

り
、
の
ち
家
治
が
天
草
に
移
封
さ
れ
、
寛
永
一
六
年
（
一
六
三

九
）
に
は
下
館
か
ら 
水  
谷  
勝  
隆 
が
五
万
石
の
成
羽
藩
主
と
し
て

み
ず 

の
や 

か
つ 

た
か

入
封
し
て
い
ま
す
。
勝
隆
は
鶴
首
山
や
愛
宕
山
の
裾
を
流
れ
て

い
た
成
羽
川
の
水
路
を
北
へ
変
え
る
と
い
う
大
工
事
（「 
大  
聖 

だ
い 

し
ょ
う

 
牛 
」）
を
行
っ
て
河
原
地
だ
っ
た
下
原
村
に
新
陣
屋
を
造
営
し
、

ぎ
ゅ
うこ

の
陣
屋
を
中
心
に
し
た
陣
屋
町
の
造
営
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
が
、わ
ず
か
四
年
で
松
山
藩
主
に
転
封
と
な
っ
た
た
め
、陣
屋

町
の
建
設
は
中
断
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
家
治
の
二
男
山
崎 
豊  
治 

と
よ 

は
る

（
後
期
山
崎
氏
初
代
）が
丸
亀
か
ら
入
部
し
、
水
谷
時
代
の
陣
屋

を
拡
張
し
て
大
規
模
な
「
御
殿
」
を
完
成
さ
せ
、
御
殿
を
中
心
に

陣
屋
町
の
町
割
り
を
整
備
・
拡
張
し
て
新
し
い
陣
屋
町
の
建
設

に
努
力
し
ま
し
た
。

　

町
筋
は
武
家
町
も
町
屋
地
区
も
、
町
の
防
備
を
考
え
て 
鍵 
型

か
ぎ

に
折
り
曲
げ
見
通
し
を
悪
く
し
、
東
の
町
屋
は
、
町
通
り
（
大

路
）
に
交
わ
る
小
路
を
設
け
た
町
割
り
に
な
っ
て
い
て
、
近
世
城

下
町（
陣
屋
町
）の
特
徴
を
も
っ
た 
竪  
町 
型
の
陣
屋
な
の
で
す
。

た
て 

ま
ち

「
柳
丁
」
は
、
本
丁
に
継
ぐ
武
家
町
の
一
つ
で
、 
給  
人  
格 
と
中 
小 

き
ゅ
う 

じ
ん 

か
く 

こ

 
姓 
が
住
む
家
中
屋
敷
町
で
し
た
。寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
頃
の

し
ょ
う

「
成
羽
山
崎
氏
陣
屋
町
の
配
置
図
」（「
成
羽
町
史
」）
に
よ
る
と
、

本
丁
か
ら
「
柳
丁
」へ
の
入
口
付
近
に
町
口
番
所
が
描
か
れ
、
角

に
坂
田
雪
之
烝
の
屋
敷
（
門
が
復
元
さ
れ
て
残
る
）
が
あ
っ
て
川

手
側
に
ほ
か
八
軒
の
屋
敷
と
東
の
端
に
柳
丁
御
門
（
番
所
）、
南

側
（
山
手
）
に
は
、
一
三
軒
（
一
軒
不
明
）の
屋
敷
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

「
柳
丁
」
の
通
り
に
は
「
道
の
中
央
に
溝
が
あ
っ
た
。昭
和
の
始

め
ま
で
残
っ
て
い
た
」（「
成
羽
史
話
」）
と
い
わ
れ
、
北
の
本
町
上

（
敬
称
略
）

��
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北
風
の
荒
ぶ
が
ま
ま
の
寒
さ
か
な
春
待
ち
侘
る 
臘  
花 
の
花

ろ
う 

ば
い

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

暖
か
い 
陽  
射 
し
を
浴
び
て
大
寒
の 
一  
日 
く
つ
ろ
ぐ 
夫 
あ
り
て
こ
そ

ひ 

ざ 

ひ
と 

ひ 

つ
ま

 

亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

田
舎
道
福
祉
の
車
で
迎
え
に
て
老
婆
笑
顔
で
お
願
い
と
云
う

 

下
向　

近
雄
（
備
中
町
平
川
）

　

修
身
と
教
育
勅
語
に
生
き
て
来
て
世
を
憂
い
つ
つ
迎
ふ
八
十
路
の
初
春

 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　
 
旧 
き
良
き
友
よ
り
の
予
期
せ
ぬ
賀
状
幾
度
も
読
み
な
つ
か
し
き
か
な

ふ
る

 

田
中　

弘
子
（
川
上
町
領
家
）

　

時
期
来
れ
ば
冬
芽
の
萌
ゆ
る
如
月
の
大
地
の
自
然
神
秘
を
語
る

 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　

春
蘭
の
葉
に
積
り
た
る
白
雪
の
は
か
な
く
消
ゆ
る
命
な
り
け
り

 

桝
上　

秀
雄
（
備
中
町
西
山
）

　

少
年
の
面
影
か
す
か
同
窓
の 

寿
の
企
て
き
き
と
語
り
て

 

宮
本　

宮
吉
（
川
上
町
七
地
）
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愚
痴
話
笑
っ
て
泣
い
た
嫁
子
達 

赤
木　

文
子
（
備
中
町
西
山
）

　

と
ん
ど
焼
き
煙
ゆ
ら
ゆ
ら
里
空
へ 

長
原　

茂
子
（
備
中
町
西
油
野
）

　

寒
ざ
む
と
病
院
通
い
の
道
つ
づ
く 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

宵
月
に
細
雪
ふ
み
い
そ
ぎ
け
り 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

　

今
年
は
ね
か
ん
し
ゃ
し
な
が
ら
明
る
く
と 

吉
岡　

麻
紀
（
鶴
寿
荘
内
）
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回
覧
を
届
け
て
よ
れ
ば
ひ
と
語
り 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

　

珍
客
が
見
え
て
炬
燵
で
長
話 

中
島　

清
市
（
成
羽
町
吹
屋
出
身

）

東から見た今の「柳丁」

�訂正�１月号下段１７行「 畔 」とあるのは「 畔 」の誤りでした。
なぜ あぜ


